
令和5年6月16日

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

計 画 期 間 令和5年4月1日～令和6年3月31日

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

                                               電話番号 028-667-6313

                                               氏名　栃木住友電工株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　宮本　義之

金属製品製造業

300名

売上高114.0億円/年

　宇都宮市長　佐藤　栄一　殿

                                             提出者

事 業 場 の 名 称 栃木住友電工株式会社

                                               住所　栃木県宇都宮市清原工業団地18番4

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

(日本工業規格　Ａ列４番)

事 業 場 の 所 在 地 宇都宮市清原工業団地18番4

別紙(工場別廃棄物フロー図)
1-①・②・③の通り



（管理体制図）

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

①現状

別紙5-①のとおり

①現状

②計画

排 出 量

別紙5-①のとおり

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の種類

【目標】

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

別紙5-①のとおり
②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

排 出 量

(第２面)

産業廃棄物の分別に関する事項

【前年度（ 令和4年度)　実績】

（これまでに実施した取組）

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の種類

別紙5-①のとおり

（今後実施する予定の取組）

別紙2-①・②(産業廃棄物処理社内組織図及び業務)の通り



別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

【前年度（ 令和4年度)　実績】

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量
した産業廃棄物の量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（ 令和4年度)　実績】

（第３面）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

②計画

（今後実施する予定の取組）

別紙5-①のとおり

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の量

【目標】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

別紙5-①のとおり

（今後実施する予定の取組）

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

別紙5-①のとおり

別紙5-①のとおり

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

【目標】

②計画

（これまでに実施した取組）



別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

優良認定処理業者へ
の処理委託量

別紙4-①のとおり

再生利用業者への
処理委託量

別紙4-①のとおり

認定熱回収業者への
処理委託量

別紙4-①のとおり

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

別紙4-①のとおり

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

【前年度（ 令和4年度)　実績】

（これまでに実施した取組）

全 処 理 委 託 量

別紙5-①のとおり

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

②計画

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

【目標】

別紙5-①のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

【前年度（ 令和4年度)　実績】

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

（今後実施する予定の取組）

別紙5-①のとおり



別紙4-①のとおり

別紙4-①のとおり

優良認定処理業者へ
の処理委託量

別紙4-①のとおり

再生利用業者への
処理委託量

別紙4-①のとおり

認定熱回収業者への
処理委託量

別紙4-①のとおり

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

別紙4-①のとおり

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

※事務処理欄

（今後実施する予定の取組）

別紙5-①のとおり

全 処 理 委 託 量

（第５面）



（第６面）



別紙１-①

産業廃棄物処理計画書

連休時

伸線機

表面処理

下引き伸線 めっき・・・熱処理、ブラスメッキ

乾燥汚泥

熱処理 ブラスメッキ

汚泥
耐火煉瓦

砂

乾燥汚泥

廃硫酸
廃アルカリ

廃塩酸
廃硫酸

銅、亜鉛廃液
汚泥

脱水汚泥

第１スチールコード工場 生産工程と産廃物

特菅廃酸



別紙１-②

出来るだけ有価化し
残りはＲＰＦ向け

廃油は油水分離して有価化
廃プラ、段ボールは有価化

仕上げ伸線工程 撚線工程 梱包工程

廃アルカリ液
アルカリ汚泥
廃プラスチック

木屑

廃ウエス
吸油マット

ビニール
廃プラスチック

鉄くず
廃油

廃ウエス
廃プラスチック

第２スチールコード工場 生産工程と産廃物

保



別紙１-③

分別し有価化 油水分離して有価化
残りはＲＰＦ向け

中間材 伸線工程 包 装 製品倉庫 出 荷

ファインワイヤ工場 生産工程と産廃物

汚 泥
（コーシンかす）

紙 屑
廃 油

（防錆油）



産業廃棄物処理計画書

総 安 経 技 ス 第 第 フ 設 品
務 全 理 術 チ 一 ニ ァ 備 質
グ 環 グ グ l ス ス イ 技 保
ル 境 ル ル ル チ チ ン 術 証
l グ l l コ l l ワ グ グ

プ ル プ プ l ル ル イ ル ル
l ド コ コ ヤ l l

プ 開 l l l プ プ
発 ド ド 工
グ 工 工 場
ル 場 場
l

プ

特別管理産業廃棄物管理責任者(有資格者)

開発グル－プ 1名

主管グル－プ工場の業務
別紙

安全環境グル－プ １名

設備技術グル－プ 2名

別紙2-①

産業廃棄物処理社内組織図 栃木住友電工株式会社

社長

環境管理者

各部門
グル－プ長・工場長

職場環境委員会(委員10名)
グル－プ・工場 有資格者数

第一スチ－ルコード工場 3名



産業廃棄物処理計画書

 1.グル－プ工場で発生する新規の廃棄物の処理依頼と承認
 2.廃棄物の減量化
 1.廃棄物処理計画の策定及びその実施
 2.グル－プ・工場で発生する新規廃棄物の分析と処理依頼
 3.外部委託業者との契約書の作成
 4.契約書変更事態(新規廃棄物の処理、契約単価改訂等)に対する事態
　 起案の発動
 5.保管施設での保管量の把握、記録の作成等
 6.廃棄物(種類、数量等を含む)の把握、記録の作成と報告
 7.廃棄物の外部委託処理の手配(マニフェスト)の運用管理
 8.産業廃棄物管理票(マニフェスト)の運用管理
 9.外部委託処理の請求書、見積書等の受領及び処理費支払い手続き
10.廃棄物処理の数量と処理費の集計、記録の作成と報告
 1.廃棄物に関する全般的な調査、企画及び社内外の情報収集
 2.法令、行政指導との関連から見た処理方針の検討及び決定
 3.廃棄物の減量化、再利用等の推進と指導
 4.行政への届出書類の承認
 5.グル－プ・工場で発生する新規の廃棄物の処理方法の承認
 6.特定有害産業廃棄物の判定と外部委託業者の承認
 7.廃棄物の適正管理の指導
 8.当社全体の廃棄物(種類、数量等を含む)情報の把握
 9.当社全体の届出施設の稼動状況の把握
10.外部委託業者への出向監査と指導の統括
 1.行政への届出書類の作成と届出
 2.各部署で発生する新規廃棄物の処理方法の検討
 3.特定有害産業廃棄物の判定と処理先の選定
 4.日常業務の行政関係先の窓口
 5.行政に対する報告資料の取り纏め及び作成
 6.当社全体の廃棄物(種類、数量等含む)情報の集計、記録の作成と報告
 7.当社全体の届出施設の稼動状況の集計
 8.外部委託業者への出向監査と指導
 9.全社共通廃棄物の外部委託処理の手配(マニフェスト発行含む)
10.全社共通産業廃棄物管理票(マニフェスト)の運用管理
11.全社共通産業廃棄物外部委託処理の請求書、見積書等の受領及び
　　処理費支払い手続き
12.全社共通産廃物に関する外部委託業者との契約書の作成
13.関連契約書変更事態(新規廃棄物の処理、契約単価改訂等)に対する
  　事態起案の発動

安全環境グルー
プ

グル－プ長
工場長

担当者

別紙2-②

主管グル－プ・工場の業務

部署 業務内容

発生元

環境主管者

産廃担当



４－①

産業廃棄物処理計画書

優良認定
処理業者

へ
の処理委

託量

再生利用
業者への

処
理委託量

認定熱回
収業者へ
の
処理委託
量

認定熱回収業
者以外
の熱回収を行
う業者
への処理委託
量

R4年度 目標(t) 736.71 736.71 736.71 736.71 110.51

R4年度 実績(t) 671.27 671.27 460.28 668.09 85.28

R5年度 目標(t) 664.56 664.56 664.56 664.56 84.43

R4年度 目標(t) 26.02 26.02 26.02 26.02

R4年度 実績(t) 29.70 29.70 29.70 29.70

R5年度 目標(t) 29.40 29.40 29.40 29.40

R4年度 目標(t) 375.67 375.67 375.67 375.67

R4年度 実績(t) 268.28 268.28 268.28 268.28

R5年度 目標(t) 265.60 265.60 265.60 265.60

R4年度 目標(t) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

R4年度 実績(t) 0.67 0.67 0.67 0.67 0.67

R5年度 目標(t) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

R4年度 目標(t) 0.50 0.50 0.50 0.50

R4年度 実績(t) 0.83 0.83 0.41 0.83

R5年度 目標(t) 0.50 0.50 0.50 0.50

R4年度 目標(t) 29.18 29.18 14.59 17.51 29.18

R4年度 実績(t) 30.94 30.94 22.40 21.13 30.94

R5年度 目標(t) 30.63 30.63 30.63 30.63 30.63

R4年度 目標(t) 10.00 10.00 10.00 10.00

R4年度 実績(t) 7.39 7.39 7.39 7.39

R5年度 目標(t) 10.00 10.00 10.00 10.00

R4年度 目標(t) 6.00 6.00 6.00 6.00

R4年度 実績(t) 0.00 0.00 0.00 0.00

R5年度 目標(t) 6.00 6.00 6.00 6.00

R4年度 目標(t) 0.05 0.05 0.05 0.05

R4年度 実績(t) 0.03 0.03 0.03 0.03

R5年度 目標(t) 0.04 0.04 0.04 0.04

排出量
自己再生
利用量

自己熱回
収量

産業廃棄物　前年度目標値、実績値及び今年度目標値

全処理委
託量

自己中間
処理減量
化量

自己埋立
処分量

廃プラ

木屑

その他(鉱さ
い・ガレキ)

水銀使用製品産業廃
棄物(蛍光灯)

汚泥

ガラス、陶器類
（断熱材）

廃酸

廃アルカリ

廃油（ペンキ・
含油水）



別紙5-①
<産業廃棄物の排出の抑制に関する事項>
産業廃棄物処理計画書これまでに実施した取組 今後実施する予定の取組
脱水汚泥 含水率改善による減容 減容の継続、脱水装置の維持管理強化
乾燥汚泥 生産工程内改善による再使用 生産工程内改善による再使用の継続と拡大

廃アルカリ 寿命延長の為の設備改善(液中浮遊物の除去) 濃縮後の水再使用

廃油 油水及び油と汚泥の分離 分離設備導入により作業の簡素化
汚泥 含水率の改善 銅含有汚泥の有価化
ゴム類 材質改善により寿命延長 材質改善により寿命延長
ウエス 廃却基準見直しによる削減 廃却基準見直しによる削減継続
ガラス 分別精度向上活動 現状維持
廃プラ 分別精度向上活動(有価品の拡大) 分別精度向上活動(有価品の拡大)

木屑 木パレットのレス化と代替品(プラパレ)への移行 木パレットのレス化継続と有効利用の拡大

その他 特になし 特になし
<産業廃棄物の分別に関する事項>

分別している産業廃棄物の種類及び分別に
関する取組

今後実施する予定の産業廃棄物の種類及び
分別に関する取組

脱水汚泥 排水処理装置の能力維持 排水処理装置の能力維持
乾燥汚泥 無し 無し
廃アルカリ 無し 無し
廃油 油水及び油泥分離(有価売却) 油水及び油泥分離継続(有価売却)
汚泥 無し 無し
ゴム類 無し 無し
ウエス 分別精度改善による再使用の拡大 分別精度改善による再使用の拡大継続
ガラス 無し 無し
廃プラ 分別精度向上活動 分別精度向上活動継続
木屑 無し 無し
その他 無し 無し
<自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項>

これまでに実施した取組 今後実施する予定の取組
脱水汚泥 排水処理装置の能力維持 排水処理装置の能力維持
乾燥汚泥 使用済み潤滑剤(乾燥汚泥)の再生と再使用 再生装置導入と再使用機械台数の拡大
廃アルカリ 濃縮後の水再使用 水再使用の継続
廃油 無し 無し
汚泥 無し 無し
ゴム類 無し 無し
ウエス 無し 無し
ガラス 無し 無し
廃プラ 無し 無し
木屑 無し 無し
その他 無し 無し
<自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項>

これまでに実施した取組 今後実施する予定の取組
脱水汚泥 含水改善と自然乾燥 含水改善（脱水装置更新）と自然乾燥
乾燥汚泥 無し 無し
廃アルカリ 濃縮による減容 濃縮による減容の継続
廃油 油水及び油泥分離(有価売却) 油水及び油泥分離(有価売却)
汚泥 無し 無し
ゴム類 無し 無し
ウエス 無し 無し
ガラス 無し 無し
廃プラ 無し 無し
木屑 無し 無し
その他 無し 無し



別紙5-①つづき

<自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項>
これまでに実施した取組 今後実施する予定の取組

脱水汚泥 無し 無し
乾燥汚泥 無し 無し
廃アルカリ 無し 無し
廃油 無し 無し
汚泥 無し 無し
ゴム類 無し 無し
ウエス 無し 無し
ガラス 無し 無し
廃プラ 無し 無し
木屑 無し 無し
その他 無し 無し

<産業廃棄物の処理の委託に関する事項>
これまでに実施した取組 今後実施する予定の取組

脱水汚泥 ゼロエミを考慮した処分業者への委託 優良認定及び、熱回収処理業者への委託
乾燥汚泥 同上 同上
廃アルカリ 同上 同上
廃油 同上 同上
汚泥 同上 同上
ゴム類 同上 同上
ウエス 同上 同上
ガラス 同上 同上
廃プラ 同上 同上
木屑 同上 同上
その他 同上 同上


